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緒 言

植物 の生 育 に は多 量 の カ リウ ム(K)が 必 要 で あ る

が,そ の生 理 的 役 割 につ い て は い ま だ 不 明 な点 が 多

い.植 物 体 内で の 分 布 は分 裂 組 織 に多 く,特 に光合 成

や 蛋 白質合 成 な どの 代 謝 活性 が 旺 盛 な 部 位 に 集積 す

る,

Kと 窒 素(N)栄 養 の関 係 につ い て は,従 来 か らア

ンモ ニ ウム イ オ ン(NHぺ)と カ リウム イ オ ン(K+)

吸収 の間 には拮 抗 関 係 が あ り,NH4+が 多 量 に吸収 さ

れ る とK+の 吸収 が 抑制 さ れ,植 物 はK欠 乏 の 状 態

に お ち い り(Ajayietal.,1970;高 橋 ・竹 山,1951;高

橋 ・竹 山,1952;高 橋 ・吉 田,1952),ア ン モ ニ ア 態

窒 素(NH,-N)の 同 化 は 遅 れ,水 分 含 量 も低 下 して,

植 物 体 内 のNH4+濃 度 が高 くな るた め,NH4+の 害 作

用 が 強 く現 わ れ る と いわ れ て い る(Barkeretal.,

1967;奥 田 ・中上 川,1964).

本 報 告 は温 室 メ ロ ン(メ ロ ン)のN栄 養 に関 す る

研 究 の第3報 と して,Kの 供 給 濃 度 の増 大 が メ ロ ン

の生 育 と2つ のN形 態,NH4-Nと 硝 酸 態(NO3-N)

の 吸収 お よ び 同化 に お よぼ す影 響 を明 らか に す る た め

行 つ た水 耕 栽培 の実 験 結 果 で あ る.

実 験 方 法

試験設計

N源 はNO3-NとNH,-Nの2種,供 給濃度 は燐

(P)の 場 合 同様100ppmと した.K濃 度 は0,

20,100,300PPmの4段 階合 計8区 を設 け,N源 が

NH,-Nの もの をAKo,AK20,AKloo,AK300と し,

NO3-Nの もの をNKo,NK20,NKloo,NK300と し,

そ れ ぞ れ をAK系 列,NK系 列 と略 称 した.P,カ ル

シ ウム(Ca),マ グ ネ シ ウム(Mg)の 供 給 濃度 は第1

報 の場 合 と同様,そ れ ぞ れ25ppm,100ppm,25ppm,

微量 要 素 につ いて も同 じ く,鉄:5ppm,マ ンガ ン:

2PPm,ホ ウ素:2PPm,亜 鉛:0.2PPm,銅:0.08

ppm,モ リブデ ン:0.04ppmで あ る.

栽培 方法

栽培 槽 は魚 箱 の 内側 に厚 さ0.1mmの 塩 化 ビ ニー

ル フ ィル ム を張 り付 け た もの を使 用 した.ふ た は厚 さ

2.5cmの 発 泡 ス チ ロー ル に孔 を あ け,植 物 は茎 に 綿

を 巻 い て,そ れ に固定 した.培 養 液 は1槽 当 た り201

を 使 用 し,そ の 更 新 は 中1日 置 き,pHは1N一 硫 酸

また は1N-苛 性 ソ ーダ を 用 い て5.5～6.0に 調 節,

毎 日10,13,17時 の3回 矯正 した.通 気 は 養 魚 用 エ

ア ーポ ンプ を用 いて 行 つ た.

栽 培 植 物

温 室 メ ロ ンEar1'sFavouriteの 夏 作 用 品種,丸 西

3号 を砂 床 に播 種,双 葉展 開 後 上記 栽 培 槽 に移 植,10

～14日 後 節 間 伸 長 開始 直前 の本 葉3枚 展 開 時 に処 理

を 開 始 した.メ ロ ンの栽 培 はす べ て ビ ニ ール ハ ウス の

中で 行 つ た.

分 析 方法



生 育 調 査 およ び 分 析 用 試 料 の 採 取 は 処理 開始 後10

日 目に行 つ た,分 析 用 試 料 は採 取 後 直 ち に蒸留 水 にて洗滌

,70℃ で 迅 速 に通 風 乾燥 を行 い以 下 の分 析 に 供

した.

全窒 素(T-N):セ ミミク ロケ ル ダ ー ル法

P,K,ナ ト リウ ム(Na),Caお よびMgの 定 量

は試 料0.59を500℃ で 灰 化,ケ イ酸 分 離 した ろ液

につ い て,

P:モ リブデ ン青 に よ る比 色 法

K,Na:炎 光 々度法

Ca,Mg:原 子 吸 光分 光 々度 法

NH,-N,NO3-Nお よ び水 溶 性 有機 態Nの 抽 出 は

試料lgに 蒸 留 水25mlを 加 え,80～83℃ で15分

間行 い,こ れ を3回 繰 返 した.

NH,-N:コ ンウ ェイ の微 量 拡 散法

NO3-N:フ ェノ ー ルス ル フ ォ ン酸 比 色 法

水 溶性 有 機 態N:セ ミ ミク ロケル ダ ー ル法

遊 離 ア ミノ酸 およ び ア マ イ ドは80%エ チ ル ア ル コ

ール50mlに て50℃1時 間 の 抽 出 を行 い,こ れ を

3回 繰 返 し,濃 縮後 ジ ク ロー ル メ タ ンにて 脱色 素 を行

つ た,更 に試 料 は再 度 濃縮 乾 固後pH2.2の ク エ ン

酸 緩衝 液 に溶解 し,ア ミノ 酸 自動 分 析 計 によ り定 量 を

行 つ た,た だ しグ ル タ ミ ンとア スパ ラギ ンの両 ア マ イ

ドの含 量 は脱色 素 した試 料 溶 液 と2N一 塩 酸 を1:1

の割 合 に加 え,1時 間 湯 浴 中 で煮 沸 す る こ とに よ り,

ア マ イ ド態 のNを 加 水 分解 し,グ ル タ ミン酸 とア ス

パ ラギ ン酸 に変 換 させ定 量 した値 か ら加水 分 解 前 の そ

れ ぞ れ の定 量 値 を差 引 き して算 出 した.ま た ス レオ ニ

ンとセ リンは加 水 分 解処 理 した試 料 の ク ロマ トグ ラム

か ら定 量 した.

糖 類 は80%エ チ ル ア ル コ ール50m1で,100℃1

時 間 の 抽 出 を3回 繰 返 し,粗 澱 粉 は0.7N一 塩 酸50m1

で2.5時 間 加 水 分解 を行 い,そ れ ぞ れ の抽 出 液 は 除蛋

白後 ソモ ジイ法 によ り定 量 した.

実 験 結 果

1)生 育状況 と生育調査

第1-1,1-2,1-3図 は処理後10日 目 の 生

育状 況で ある。処理後3日 目ごろか らAK。,AK,。,

NK。 の3区 の葉色 が黄緑色 にな り,第3,4葉 は内

側 に巻 き込み,葉 柄 は弓状 に下方 に湾 曲 した.K欠 乏

特有 の葉縁および葉 肉部の壊死は5日 目にAKo区,

8日 目にAK20区,10日 目にNKo区 にそれぞれ出

現 した.し か しK欠 乏 の発症が最 も早かつたAK。

区には典型的な葉 肉部の壊 死が現われたが,AK2。,

第1図.Nの 供 給形 態 お よ びK濃 度 とメ ロ ンの 生

育(処 理 後10日 目),

 1: NH4-N 100 ppm, K-0 ppm 

2 : NH4-N 100 ppm, K-20 ppm 

3: NH4-N 100 ppm, K-100 ppm

NK。 の両区 には葉縁部 と葉肉部に斑点状 の 壊死部 が

生 じたに過 ぎず,症 状 は軽かつた,ま たその他の処理

区にはK欠 乏症 は全 く認め られなかつた.一 方根 は

AK系 列で は,色 は褐変,屈 曲 し,分 岐根 は短 く,し

か も木質化 して,も ろ くな つ て い た.対 照的 にNK

系列で は,白 色,平 滑,新 根 の発生 も多 く,長 かつ

た.

生育量の調査結果 は第1表 に示 したとお りである.

展開葉数ではAK系 列 はNK系 列 に比べ1～2枚

少な く,茎 長,茎 葉生体重 はNの 供給濃度 の上昇 に

より両系列 ともに高 くなつた,こ れ らの生育量 につ い

て,AK系 列 とNK系 列 を比較す ると,い ず れ も

AK系 列最 高のAK100区 がK欠 乏症 の認 め られた

NKo区 に もおよぼず,AK系 列 は顕著 に低 い値を示

した.根 長と根生体 重 もN濃 度の上昇 とともに高 く



第1表.Nの 供給形態 およびK濃 度 とメロンの生育.

なつたが,NK系 列>AK系 列 の傾向が 認 められ,

更に茎彙弔と根 ・貢の比,T/RはNK系 列 の4.0～

2.6に 比べ,AK系 列 は2.0～1.4と 低 かつた.

以上 の生育の状況 と生育調査 の結果 か ら,K欠 乏症

がAK系 列 の場合 には,NK系 列 の場合 より現われ

易 く,NK。 区の生 育量がAK系 列のいず れの ものよ

り高い ことが特徴的であつた,

2)無 機養分の含量 と吸収量

無機 養分の含 量および吸収 晟は第2,3図 に示 した

とお りである.培 養液のK濃 度の上昇によ り,AK,

NKの 両系列 と もにKの 含量 は急激 に上昇 した.K

含量の上昇 は一般 にCa,Mg,Naの 含量を低下 させ

る傾向が 認 められ,特 にNK系 列 の 場合 にはCa

が,AK系 列 の場合 にはN含 量が顕著 に低下 した.

総塩基含量はKの 供給濃度 により,両 系列 ともほと

ん ど変 動を示 さな か つ た が,AK系 列 の約0.35e/

100gに 対 し,AK系 列 は約0.20e/1009と 両系列

の間に約o.15e/loo9も の差異があつた.K欠 乏症

の認め られ たAKo,AK20お よびNKoの3区 で は,

K含 量 は他 の処理区よ り低 かつ た、 しか しK含 量

NK。:0.016e/IOOg,AK20:0.057e/1009と 両区の

間に大差があるに もかかわ らず,欠 乏症状 は同程度 と

認あ られることは注 日に値す る.Kと 他の無機養分 と

の吸収の場 における相互作用 につ いて は,K+の 吸収

増 はCa2+の 吸収 を拮抗的 に低下 させ,Nの 場合 には

NH4},硝 酸 イオン(NO3つ のいずれ も相助的に吸収

量を増加 させ る傾向を示 した.し か しKとN,Ca以

外の要素 との関係 は明 らかで はなかつた.ま たAK系

列 はNK系 列 に比 較 していずれの要素 も第1報 のA

系列 の場合同様,相 対的 に吸収量 が少 なかつた.

以上の無機養分含量 とその吸収量 における特徴 と し

て,AK系 列 メロンはNK系 列 メロンに比べ,体 内

のK含 量 はそれほど変 らないに もかかわ らず,K欠

乏症が 出易 いこと,更 に植物体 内の 総塩基含量が 低

第2図.Nの 供 給形態 およびK濃 度 と無機養分含量.



第3図.Nの 供給形 態およびK濃 度 と無機養分吸収量.

く,そ の上 いずれの無機養分の吸収量 も顕著 に少 なか

つた ことである.即 ちKの 供給濃度を高めて もAK

系列 メロ ンの特性 は本質的 には改善 されなかつた.

3)N化 合物 の含有率

N化 合物の含有 率は第2表 に示 したとお りである.

NK系 列 はNO3-の 吸収 により,NO3-が 茎 葉中に

多量 に蓄積 したが,そ の量 はKの 供給濃度 によつて

影響 されなかつた.NK系 列 のNH4-Nの 含有率 は

AK系 列 に比べ 僅少な ことか ら,NO3一 がNH4+に

一旦還元 された後 速か にア ミノ酸に同化 された と推測

される.一 方AK系 列はNH4+の 吸収 によ り,NH4'

が茎葉 中に多量 に蓄積 し,Kの 供給濃度の上 昇 とと も

にNH4-Nの 含有 率は低下 した.同 様 の傾向が水溶性

有機態N含 量に も認め られた.こ れ ら の ことは メ

ロ ンがNH4+を 吸収 した場合 に,Kが 欠乏 す る と

NH4+の 同化およびア ミノ酸の蛋 白化のいずれ もが停

滞する ことを示唆 し,第3図 および第2表 か ら明 らか

なよ うに,Kの 吸収 量の増大はNH4+の 体 内での蓄

積を軽減 し,NH,+に よる生育 の阻害の程度 を低下 せ

しめ,そ の ことが ひいてはNの 吸収を促進する ことに

つながつた と理解 され る.

次にNH4+の 同化の様相 を詳細に検討するため遊

離ア ミノ酸および ア マ イ ドの分析を行い,そ の結果

を第3表 に示 した.全 遊離ア ミノ酸 およびアマイ ド含

量 はこの場合 もAK系 列>NK系 列 であ り,Kの 供

給濃度 との関連 で み る とAK系 列で はK。>K20>

Kloo>K30。 の順 に低下す ることが認 め られ,NK系 列

で はKo>K20÷Kloo÷K300で あつた.AK,NKの 両

系列を通 して,無K区 ではグルタ ミン酸,グ ルタ ミン

およびグリシンの含量が高 く,更 にNK系 列 に比べ

AK系 列 の場合 に高い含 量を示す もの はアルギニン,

セ リン,グ ルタ ミン,ア ラニ ンで,そ の中で もグルタ

第2表.Nの 供給形態およびK濃 度 とN化 合物の含有率(乾 物当た り%).



第3表.Nの 供 給形態 およびK濃 度 と各種遊離ア ミノ酸 およびアマイ ド含量(μmol/乾 物g).

lysine 
histidine 
arginine 
aspartic acid 
asparagine 
threonine 
serine 
glutamic acid 
glutamine 
proline 
glycine 
alanine 
valine 
methionine 
isoleucine 
leucine 
tyrosine 

phenylalanine 

 total

ミンの蓄積が顕著であつた.

以上の ことか ら特徴的な ことは,NH,-N施 用区に

おいてグルタ ミン含 蹴が高い ことおよびK欠 乏が認

められたAKo,AK20,NKoの3区 のグルタ ミン酸 と

グルタ ミンの含 罎:が他 の処理区の含 鱒:より可成 り高い

値を示す ことは注 目に値する.

4)炭 水化物の含有率

炭水化物 の含有率を第4表 に示 した.還 元糖および

粗澱粉のいずれの含有率 もAK系 列>NK系 列の傾

向が認め られ,AK系 列の場合Kの 供給濃度の 上昇

とともに,そ れ らの含有率が高 くなつた.NK系 列で

は粗澱粉はKの 供給 濃度 に関係な く10%前 後 で,

この程度 の粗澱粉の蓄積が健全だ と考える ことがで き

る.AK系 列で はKの 供給濃度を高 めると14～16

%に もなり,Kに より澱粉の生成 は 促進 されるが,

NK系 列の ものに比べて高い ことは,澱 粉の異化作用

においてKで は解決で きない何 か阻害があることを

示 唆 している.AKo区 で は10%でNK系 列 のもの

と等 しく,一 見健全 のように見 えるが,こ れは澱粉 の

合成 と分解のいずれ もが阻害 されたと考える.

考 察

1)生 育 調 査

Nの 供 給 形 態 とK栄 養 に 関す る研 究 は従来 か ら数

多 く報 告 され て い る,そ れ らの報 告 に よ れば,N源 と

してNH4-Nの 施 用 の場 合NH4+とK+の 拮 抗 に よ

り,Kの 吸 収 が 抑制 され る(高 橋 ・竹 山,1951;高

橋 ・竹LLI,1952;高 橋 ・吉 田,1952).こ の た め に

第4表.Nの 供給形態 およびK濃 度 と炭水化物 の含有率(乾 物 当たり%).



NO3-N区 に比 べNH4-N区 で は,K欠 乏 症 が 発生

し易 く,NO,-N施 用 の場 合 よ り生 育 阻 害 の程 度 が 人

き い ことが 認 め られ て い る.一 方Ajayietal.(1970)

はNH4+に よ る植 物 の 生 育 阻 害 はKの 増 施 に よ

り,そ の発生 を 阻止 で き る こ とを報 告 し,こ のKの

効果 は一 部 吸 収 にお け るK+とNH4+の 拮 抗 によ る

が,主 と してNH4+の 同化 を促 進 す る こ と で あ る

と述 べ て い る(Ajayietal.,1970;Maynardetal.,

1968;Wa11,1940).

本 実 験 の8処 理 区 の 中でK欠 乏 症(山 崎,1975)

が 発現 した区 はAKo,AK20,NKoの3処 理 区 で あつ

た.第1-1図 か ら明 らか な よ う に,AKo区 はK

欠2特 有 の黄 化 お よ び褐 変 壊 死 が葉 縁 部 か ら葉 肉 部 に

か けて拡 が り,生 育 が著 し く抑 制 され た.AK2。,NK。

の 両 区 はK欠 乏 症 状 は軽 く,葉 縁 が 焼 け,葉 肉部 に

斑点 状 の 黄化 部 が 認 め られ る程度 で あつ た.し か し以

上 の3処 理 区 以外 に はK欠 乏症 は認 め ら れ な か つ

た.

この よ うな 生 育状 況 と 第1表 の 生 育 調 査 の 結 果 か

ら,次 の2点 が 注 目 され る.ま ず 軽度 のK欠 乏 症 が

認 め られ るNKo区 の茎 長 お よ び茎 葉 生 体重 な どの生

育 量 がAK。 区 の みで な くAK系 列 の いず れ の 区 よ

り も高 い値 を 示 す こ とは,Kの 供 給 濃 度 以 外 の要 因,

即 ちNH4+に よ る生 育 の 抑 制 がAK系 列 に存 在 す る

こ とを 示 唆 し て い る.更 にKの 供 給 濃度 が 同 一の

場 合,AK20区 は軽 度 のK欠 乏 が 認 め ら れ た が,

NK2。 区 で は全 く発 症 が 認 め られ な い こ とか ら,本 実

験 に お い て もNH,-Nの 施 用 はNO3-Nに 比 べK

欠 乏 の 発現 を 促 進 した と いえ る.

2)無 機 養分

以上の 生育 量 に差 を 生 じる原 因 を 無機 養分 の吸 収 の

面 か ら考 察 を 試 み る と,従 来 か らKの 供 給 濃 度 が低

い場 合 に,NH4-N区 がNO,-N区 よ りKの 含有 率

が高 い に もか か わ らず,K欠 乏 症 がNH4-N区 に顕

著 に発 現 す る こ とが 認 め られ て い る(岩 田,1958;高

橋 ・if`N,1952).本 実験 に お い て も,AKo区0.027

e/1009がNK。 区0.Ol6e/1009よ り高 い値 を 示 す

に もか かわ らず,K欠 乏 症 状 はAK。 区 の場 合 に顕

著 で,そ の上K含 量0.057e/1009のAK20区 が

見 掛 け上NK。 区 と同 程度 の症 状 を 示 した.こ の原 因

と して石 塚 ・高岸(1961)と 岩 田(1958)は,NH4+

が 生育 を著 し く阻 害 した た め 見 掛 け上,Kの 濃 縮 が

起 つ た た め で,NH4+が 植 物体 内 に 吸収 され たKの

生 理 的 機 能 の低 下 を もた ら し た と定性 的 に推 論 して

い る.

無 機養 分 の 吸収 に つ い て は,従 来 か らK+は

NH4+,カ ル シウ ム イオ ン(Ca2＋),マ グ ネ シ ウム イ オ

ン(Mg2卜),ナ トリウ ム イオ ン(Na+)な どの 陽 イ オ

ンの 吸収 を 拮抗 的 に 誠少 させ る こ と,お よび メタ燐酸

イ オ ン(H2PO4つ,硫 酸 イ オ ン(SO42つ,塩 素 イ オ ン

(C1つ な どの 陰 イオ ンの 吸収 を 相 助 的 に促 進 す る と

いわ れ て い る.本 実 験 に お いて は,K濃 度 がMg,

Na,Pの 吸 収 にお よ ぼす 影 響 は 明 白で はな か つ た が,

他 方NとCaの 場 合 に は ・定 の 傾 向 を示 した.即 ち

Kの 吸収1}1:の増 加 はAK,NKい ず れ の系 列 の場 合

もNの 吸 収 を 促進 したが,Caの 吸収 は顕著 に 減少

し,そ の た めCaの 含 量 は低 下した.こ の こ とはK

の 吸 収 が植 物 体 内 の 代 謝活 性 を 高 め た こと に よ り,N

の 吸 収 を 促進 し,対 照 的 に代 謝 と 関 連 の薄 いCaに

つ いて はK+とCa2+の 拮 抗 作用 に よ り吸収 を 抑制

した と推 察 さ れ る.

しか し無 機 養 分 の 吸 収 に つ いて 総 じて い え る こ と

は,AK系 列 はNK系 列 に比 較 して塩 基 の総 含 量 が

低 い こ とお よ び各 無 機 養分 の 吸収 量 が 相対 的 に少 な い

こ とで あ る.こ の こ とは,無 機 養 分 の 吸収 がKよ り

も,Nの 形 態 がNH4-Nで あ るかNO3-Nで あ るか

によ り,ま た根 重 お よ び根 の活 力 に 強 く影 響 され る こ

とを 示 唆 して い る.

3)N化 合 物

N源 にNHべNが 使用 され た場 合 にKが 欠 乏 す

る と,植 物 体 内 にNH4+が 急 速 に蓄 積 し生 育 阻 害 の原

因 に な る とい わ れ て い る(Ajayietal.,1970;May-

nardetα1.,1968;Wall,1940).こ の よ うな 植 物 で は

NH4-Nの 含量 は も と よ り,T-N,可 溶 性N,遊 離

ア ミノ酸 お よ び ア マ イ ドな どの含 量 が 高 く な る こ と

(Ajayietal.,1970;MacLeodandSuzuki,1967;

Maynardetal.,1968;Wall,1940),他 方 蛋 白質 含

量 は低 下す る ことが 認 め られ て い る.こ の よ うな こと

か ら,蛋 白質 の 合成 が 阻害 され る こ とお よ び蛋 白 質 の

分 解 が 生 ず る こ と(Barkeretal.,1966)な どが 報 告

され て い る.

本 実 験 のN化 合物 の 分析 結 果 で は,NKo区 は

NOゴ の還 元 お よ び ア ミ ノ 酸 の 蛋 白化 にKの 影 響

を 余 り受 け な か つ た が,AK系 列 はKo区 の場 合

NH,-NO.370%,水 溶 性 有 機 態N2.54%と 処理 区

中 最 も高 い値 を 示 し,K濃 度 の一上昇と と も に いず れ

の 含 量 も顕 著 に低下 した.同 様 の結 果 は トマ トにお い

てWa11(1940)お よ びMaynardetal.(1968)に よ

つ て も認 め られ て お り,Kの 増 施 がNH4+の ア ミノ

酸 化 お よ び蛋 白化 を 促 進 す る こ とを報 告 して い る.



次に植物体内の遊離ア ミノ酸 およびアマイ ド含量は

K欠 乏 の場合,グ ル タ ミン酸および グルタ ミンが蓄

積す ること,特 にAKo区 はグルタ ミンの蓄積が著 し

かつ た.こ れ らのことは,Kの 欠乏 が ア ミノ酸 の蛋

白質への合成 を阻害す るとともにア ミノ基の受容体の

供給 に支障をきた していることを示唆 している.

以上 のN化 合物 にみ られる特徴か ら,Kの 欠乏 は

AK系 列 メロンに水溶性有機態N,グ ルタ ミン を高

濃度に蓄積 したが,Kの 増施 により,水 溶性有機態

Nの 含有率は低下 した.し か しNH4-NはAK300

区で0.063%を 含有 し,グ ル タ ミン含量 もNK系 列

よ り可成 り高い値を示す ことか ら,AK系 列 はK濃

度を300ppmに 高 めて も,い まだ にNH4+同 化 の停

滞が残 つていることを示 唆 してい る.

4)炭 水化物

炭水化物代謝 については,従 来か らKの 欠乏 は炭

水化物代謝 を阻害す る以 前にN代 謝 を阻害す るとい

われてい る(Wall,1940).N代 謝 は糖が解糖系およ

びTCA系 を通 して放 出す るエネルギーおよび 代謝

産物であ る炭素(C)骨 格 の供給を受 けて初めて活発

化す る.AK系 列 における還元糖および粗澱粉の含量

が高 いことは,AK系 列 の異化作用 がNH4+に よ り

阻害され,エ ネルギー およびC骨 格の供給力が抑制

されたと考える.NH4+に よる阻害はKの 供給濃度

を高めるとある程度解消で きるが,そ の生 育はNK系

列 の もの にはおよばなかつた.

以上 のことか ら結 論と して,メ ロ ンの生 育はKの

供給濃度 に顕著 に影響 され,特 にN源 にNH,-Nを

施用 した場合 にはNO3-Nの 場合 に比べ,メ ロ ン体

内のK含 量が高 い値を示すに もかか わらず,K欠 乏

症が発現 し,生 育が低下す る.ま たAK系 列 におい

て最 高の生育を示 したAK100区 はK欠 乏症 を発現

したNKo区 の生育 にはるかにおよばなかつた.こ れ

らの ことはAK系 列のメ ロ ンがNH4+を 吸収 した

ことによ り,Kの 生理的機能が低 下 し,代 謝 に 異常

を きた したと考え る.更 にAK系 列 メロンは総体的

にK,Ca,Mgの 吸収量が少 な く,そ のL体 内含 鼠

も低 く,生 育 は著 しく阻害 された(第4図).こ の こ

とは第1報 におけるA系 列 メロンの分析結果(花 田,

1980a)と 一致 する もので,AK系 列 メロ ンはKの

供給濃度を高めて もPの 場合 同様(花 田,1980b),

総塩基含量は約0.20e/1009か ら高 まらず,NH,+に

よる生育の阻害が完全 に解 消で きなかつた.

第4図.K,Ca,Mgの 吸 収 量 の和 と乾 物 重 の相

関 々 係(**1%水 準で 有 意).

要 約

本研究 は温室 メロンのN栄 養に関する研究の第3

報 として,Kの 供給濃度 の増大が メロンの 生育 と2

つのN形 態,NH4-NとNO3-Nの 吸収 および同化

におよぼす影響 を明 らか にするために実験を行つ たも

ので ある.そ の結果 は次のよ うに要約で きる.

(1)メ ロンの生育 はKの 欠乏 によ り顕著 に影響

された.特 にN源 にNH4-Nを 施用 した場合 には

NO3-Nの 場合 に比べて,Kの 含量が高い値 を示す場

合 において も,Kの 欠乏症が発現 し,生 育 が低下 し

た,

(2)AK系 列において最高の生育を示 したAK、 。。

区 はK欠 乏症を発現 したNKo区 の生育 にはるかに

およばなかつた.こ の ことはAK系 列 の メ ロ ンが

NH4+の 吸収 によ り生 育に異常をきた した もの と推察

される.

(3)AK系 列 はNK系 列 に比 較 して,総 塩基 含

量が低 い ことおよび各無機養分の吸収量が相対的に少

ないことか ら,無 機養分の吸収がKの 供給濃度よ り

も,Nの 供給形態がNH4-Nで あるかNO3-Nで あ

るかにより強 く影響 され ることを示 している.

(4)K欠 乏 はAK系 列 メロンにグルタ ミンのよ

うな水溶性有機態Nを 高濃度 に蓄積 したが,Kの 増

施 により水溶性有機態Nの 含有率 は幾分低下 するが,

グルタ ミン含量はそれで も可 成 り高 く,蛋 白質合成 の

停滞が認 め られた.

(5)AK系 列 メ ロ ン の 還元糖,非 還元糖 および



粗澱粉の含量 が 高い ことか ら,そ れ らの 異化作用が

NH4+に よ り阻害され,エ ネ ル ギ ーおよびC骨 格

の供給が 抑制 されたため,AK系 列 メロンの 生育が

NK系 列 の ものに劣 つたと考え る.
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Summary

   As the third report on studies of nitrogen nutrition for muskmelon, this 

report deals with the results of experiment to clarify the influence of increased 

potassium concentration in nutrient solution upon the growth of melon and the 
absorption and assimilation of two forms of nitrogen, NH4-N and N00-N, in the 

tissue of it. The results can be summarized as follows. 

   1. The growth of melon was remarkably affected by potassium deficiency. 

Especially, when  NH4-N was, instead of NO3-N, supplied as a sole nitrogen source, 

potassium deficiency lowered the growth of melon, even if it had high potassium 

content. 

   2. The melons of AKroo were, in spite of their maximum growth among the 

AK-series, far less in their growth than those of NK0 which had revealed po-

tassium deficiency. This fact indicates that the melons of AK-series were affected 

on their growth by absorbing NH4' 

   3. Owing to the fact that AK-series was having less base content in total 

and had comparatively less the amount of absorption of mineral nutrient than 

that of NK-series, it was indicated that the absorption of mineral nutrients was 

more remarkably affected by either NH4-N or NO,--N of the nitrogen form than 

the potassium concentration supplied.



   4. Potassium deficiency caused accumulation of water soluble organic nitrogen 

together with glutamine in high level in the melons of  AK-series, however, it was 

recognized that increased potassium lowered on the one hand the content of water 

soluble organic nitrogen to some extent, and on the other, as yet caused consid-

erably high content of glutamine. This fact indicates that protein synthesis was 

retarded in the melons of AK-series. 

   5. Since the content of reduced sugar, non-reduced sugar and crude starch in 

the melons of AK-series was higher than that of NK-series, it can be understood 

that the growth of the one was more lowered than that of the other owing to 

the fact that they were retarded in their digestion by NH4+ and the supply of 

energy and carbon skeleton was restricted.


